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研究成果の概要（和文）：不登校児のインターネットを用いた家庭学習において、不登校児や保護者と教員や学校関係
者とを結ぶ際に必要になるメールなどの文字ベースの電子メディアコミュニケーションについて感情面を考慮した学習
環境を構築することを目的として実施し、次のような結果を得た。1) 携帯電話やスマートフォンおよびそれらで用い
るコミュニケーションアプリケーションの使用状況や、マナー、モラルに関してデジタルネイティブとデジタルイミグ
ランツとの間に違いがある。2) 若者は、メールのやりとりがなかなか終わらず困った経験があり、終えたいときでも
相手の気持ちに配慮して自分に終えたい気持ちがあることが前面に出ないメール文を作成する。

研究成果の概要（英文）：This research aimed at the learning environment using the Internet for truant 
students. The purpose of this research is to build the learning environment that emotional aspects were 
considered about electronic media communication using text. Main results were below. 1) The difference is 
between the digital native and the digital immigrants about a cellular phone, smart phone, the use 
situation of the communication application that it's used by those, manners and a moral. 2) A email 
dialogue doesn't end easily, and young people have the experience which would be a problem. Even when 
they would like to be done, they consider in partner's feeling, and that one has the feeling that oneself 
would like to be done makes the email sentence which isn't shown at the front.

研究分野： 教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 不登校児は一般的に対面コミュニケーシ
ョンが苦手であるため、対面しないコミュニ
ケ ー シ ョ ン と し て 、 メ ー ル な ど の
Computer-Mediated Communication 
(CMC) を用いる支援が研究レベルから実践
レベルまで行われている。研究代表者は平成
12 年度から継続して不登校児の支援に向け
た研究を実施してきた（例えば、加藤, 古屋, 
赤堀 2004）。その結果、不登校児の CMC を
利用した支援において、特に感情的な側面に
注意する必要があることが明らかになった。
したがって、不登校児を対象にした学習環境
においても、感情面に十分な注意を払う必要
性が考えられる。また、不登校児とのコミュ
ニケーションは、他の児童生徒に比べて日常
的に対面の機会が少ないと考えられるため、
CMC において感情的なすれ違いが生じても、
教員が気づいた直後に対面で修正すること
は難しい。したがって、感情的なトラブルや
すれ違いを少なくするための工夫が通学で
きる児童生徒よりも必要になる。不登校児に
とってのインターネットを用いた家庭学習
（e ラーニング）をより良い環境にするため
には、教員や学校関係者とのコミュニケーシ
ョンを増やすことは効果があると思われる。
しかし、この対面しないコミュニケーション
ではメールなどのように文字を使うことが
多いため、感情のすれ違いが生じやすいこと
は上述の通り学術的に明確である。 
 研究代表者は、不登校児を対象にした実践
研究と併せて、継続して文字ベースの電子メ
ディアコミュニケーションにおける感情面
に焦点を当てた研究を実施してきた。したが
って、文字ベースのコミュニケーションにお
いて、どのようなときにどのような感情のす
れ違いが生じる恐れがあるのかについての
詳細な知見が既に蓄積されている（例えば、
Kato, Kato & Akahori 2007, Kato, Kato, 
Scott & Sato 2010）。 
 実践研究で得られた知見と基礎研究で得
られた知見が体系的に整理されることによ
って文字ベースの電子メディアコミュニケ
ーションの感情面を考慮することが可能に
なり、不登校児にとってのインターネットを
用いた学習環境がより良いものになるとい
う考えに至った。 
 
２．研究の目的 
 研究代表者は継続して電子メディアを用
いた不登校児支援に関する実践研究と文字
ベースの電子メディアコミュニケーション
における感情面に焦点を当てた基礎研究を
行ってきた。本研究課題は、研究代表者のこ
れまでの一連の研究成果を発展させるとい
う位置づけである。すなわち、これまでの実
践で得られた知見や基礎研究で得られた知
見を基にした教育現場で直接役立てられる
応用研究を実施する。 
 本研究では、不登校児のインターネットを

用いた家庭学習において、不登校児や保護者
と教員や学校関係者とを結ぶ際に必要にな
るメールなどの文字ベースの電子メディア
コミュニケーションについて感情面を考慮
した学習環境をどのように構築するべきで
あるかを検討することを目的としている。学
習環境の構築のためには、一般的に対面コミ
ュニケーションが難しい不登校児童生徒を
対象にしていることと、教育環境の現状から、
本研究課題においてもインターネットを用
いた学習環境を構築することになるため、研
究の最初はもちろん、また継続して現代の若
者のインターネットやモバイルメディアを
用いた電子メディアコミュニケーションに
ついて細かく調査することは必要不可欠で
あり、基礎研究も実施する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、研究代表者のこれまでの研究で
得られた知見を基にして応用研究および基
礎研究を実施する。 
 はじめに、これまでの不登校児支援の実践
研究と文字ベースの電子メディアにおける
感情面に着目した基礎研究をメタ的に分析
し体系的にまとめるとともに、不明確と考え
られる箇所について更なる調査を実施する。
具体的には、これまでの応募者らの論文をメ
タ的に分析する。そうすることで、不明確な
点が明らかになるため、不明確と考えられる
箇所について更なる調査を実施する。調査方
法は、実験（Scott, Coursaris, Kato & Kato 
2009）と質問紙調査（Kato, Kato & Scott 
2009）を用いる。次に、コミュニケーション
の感情面を考慮した学習環境システムの開
発の検討を行う。続いて、コミュニケーショ
ンにおける感情のすれ違いをどの程度防げ
るのかについてシステム化の可能性や運用
に関して評価を行い、改善の方策を立てる。 
 また、研究期間を通して、逐次国内や海外
の学会や学術雑誌で本研究の成果を発表す
る。また、国内外の関連研究や実践報告に関
して常に調査を行い、最新の知見を本研究課
題に活かす。 
 
４．研究成果 
 本研究課題の主な結果を以下に示す。 
(1) 携帯電話やスマートフォンのテキスト
コミュニケーションにおいて長く続くやり
とりを終えるためのメッセージ内容に焦点
を当てた調査を行った。 
 携帯電話やスマートフォンおよびそれら
で用いるコミュニケーションアプリケーシ
ョンの使用状況や、マナー、モラルに関して
デジタルネイティブとデジタルイミグラン
ツとの間に違いがあると推察される結果を
得た。したがって、コミュニケーションの仕
方、常識に関して不登校児と支援者の間にず
れが生じる可能性が示唆された。さらに、若
者は、メールのやりとりがなかなか終わらず
困った経験があり、終えたいときでも相手の



気持ちに配慮して自分に終えたい気持ちが
あることが前面に出ないメール文を作成す
ることがわかった。したがって、同期的に用
いられるテキストベースのやりとりにおけ
る終わり方の支援が必要であることが示唆
された。 
 この研究の成果は、学術論文誌「教育情報」
（「5. 主な発表論文等」の〔雑誌論文〕③）
に掲載された。また、国内の学会で報告を行
った。文字ベースのコミュニケーションでネ
ガティブな感情が生じる可能性の高い場面
に焦点を当てた詳細な分析である本研究の
成果は不登校児支援のみならず、初等中等教
育現場での情報教育においても示唆を与え
ると思われる。 
(2) テキストコミュニケーションにおいて、
早い返信が必要である場合と遅い返信が許
される場合について詳細に調査した。結果は
以下のとおりであった。 
 早い返信を希望する場面として 10%以上の
人が回答した場面は、順位の違いはあるが男
女で共通であった。特に上位 3位までは男女
で共通であった。「相手に伝えた内容に関す
る回答のグループ」カテゴリーに分類された
「急用ではない内容を伝えたとき」という曖
昧な回答が 1位であった。2位は、「自分と相
手のおかれた状況に関する回答のグループ」
カテゴリーに分類された「相手と待ち合わせ
をしているとき」であった。3位は、「相手に
返答を求めた内容に関する回答のグループ」
カテゴリーに分類された「相手と予定を決め
るとき」であった。さらに、女性の 4位、男
性の 5位には同じく「相手に返答を求めた内
容に関する回答のグループ」カテゴリーに分
類された「相手に質問したとき」であった。
相手からの返答を待つ場面では、概して早い
返信が求められていると考えられる。男性の
4位、女性の 7位は、「相手の属性に関する回
答のグループ」カテゴリーに分類された「恋
人や恋愛感情を抱いている相手のとき」であ
った。この回答を特に男性の調査対象者が多
く挙げ、更に「異性の相手のとき」という回
答は男性だけに見られた。返信が遅くてもい
い場面でも「恋人や恋愛感情を抱いている相
手のとき」という回答が男性に複数見られた
が、概して、恋愛に関わる相手のときに早い
返信が望まれ、恋愛感情ではない親しい間柄
の相手のときや立場が上の相手のときには
返信が遅くてもよいという傾向があった。女
性の 5 位、男性の 6 位は、「自分のおかれた
状況に関する回答のグループ」カテゴリーに
分類された「自分が暇なとき」であった。す
なわち、自分に十分に時間があるときの暇つ
ぶしとして早いやりとりを望む回答であっ
た。その他として、女性の６位、男性の 7位
は曖昧な回答ではあるが、「相手に伝えた内
容に関する回答のグループ」カテゴリーの
「重要な内容を伝えたとき」であった。 
 返信が遅くてもいい場面として 10%以上の
人が回答した場面は、早い返信を希望する場

面と比べて男女で違いがみられた。「相手に
伝えた内容に関する回答のグループ」カテゴ
リーに分類された「重要でない内容を伝えた
とき」(男女共に 1 位)、「急用でない内容を
伝えたとき」(女性 2位、男性 4位)という曖
昧な回答が上位 5位にランクインした。 
注目すべき点は、男性の回答が「自分が忙し
いとき」(2 位)、「自分が仕事中のとき」(3
位)、「自分が睡眠中のとき」(5 位)という「自
分のおかれた状況に関する回答のグループ」
カテゴリーに分類された場面が上位を占め
たことである。それに対して、女性は「相手
が忙しいとき」という「相手のおかれた状況
に関する回答のグループ」カテゴリーに分類
された場面が 3位であった。つまり、女性は
相手に対する気遣いが見られるのに対して、
男性は「相手のおかれた状況に関する回答の
グループ」カテゴリーに分類された場面は一
つも 10%以上の回答がなく、「自分のおかれた
状況に関する回答のグループ」カテゴリーに
分類された場面が 3 つランクインしていた。
このことから、男性は女性に比べて、相手の
返信の早さに関する希望を自分のおかれて
いる状況によって判断していると考えられ
る。その他には、男性は「相手に返答を求め
た内容に関する回答のグループ」カテゴリー
に分類された「ある程度先～遠い先の予定を
決めるとき」が 4位、であった。このことは、
早い返信がいい場面で、「相手に返答を求め
た内容に関する回答のグループ」カテゴリー
に分類された「相手と予定を決めるとき」、
「自分と相手のおかれた状況に関する回答
のグループ」カテゴリーに分類された「相手
と待ち合わせをしているとき」とは逆に、間
近に迫った予定ではない将来の予定を決め
る場合は遅い返信でもかまわないというこ
とであろう。女性は、「相手に返答を求めた
内容に関する回答のグループ」カテゴリーに
分類された「返信を求めない内容を伝えたと
き」は 4 位、「ある程度先～遠い先の予定を
決めるとき」は６位であった。早い返信がい
い場面でランクインした「相手に質問をした
とき」とは逆に、返信を求めない場合や 5位
であった「自分と相手のおかれた状況に関す
る回答のグループ」カテゴリーの「深夜や早
朝のやりとりのとき」には早い返信を希望し
ない、さらに言えば遅い返信のほうがいいの
であろう。先行研究によれば、早い返信の繰
り返しはしばしば継続的な長いやりとりを
もたらす。しかし、返信が遅れることでやり
とりが途切れることもあるため、長く続くや
りとりを終えるためにわざと返信を遅らせ
ることがある。すなわち、やりとりを終えて
睡眠時間を確保するために、深夜や早朝のや
りとりでは遅い返信が望まれたと考えられ
る。 
 この研究の成果は、インターナショナルジ
ャーナル「Computers in Human Behavior」（「5. 
主な発表論文等」の〔雑誌論文〕①）に掲載
された。現在のモバイル端末を用いたコミュ



ニケーションでは、本来非同期的に用いられ
てきた文字ベースのコミュニケーションを
同期的に使用することが多くなった。そのた
め、微妙なことですれ違いやトラブルに発展
する可能性がある。そのなかでも特にトラブ
ルに発展しやすい返信のタイミングに焦点
を当てた詳細な分析を行った本研究の成果
は不登校児支援のみならず、初等中等教育現
場での情報教育においても示唆を与えると
思われる。また、インターナショナルジャー
ナルで報告したため、世界の同分野の研究者
に対しても知見を提供できるため、当該分野
の学術的貢献は高いと思われる。 
 
(3) 本研究課題の申請時に比べて急速に発
展したソーシャルネットワーキングサービ
ス（SNS）の活用やその問題点などについて
も視野に入れた研究がこれからは望まれる。
しかし、応用研究は現場ですぐにいかせる点
で優れている反面、すぐに時代遅れになりが
ちである。どんなメディアにも応用ができる
基礎研究を重点的に行う必要もある。本研究
課題の最終年度の前年度に、最終年度前年度
応募として応募し採択された研究課題基盤
研究（C）（一般）「モバイル端末を用いた学
習環境時代の Addiction に関する基礎研究」
において本研究課題の基礎面を発展させて
いる。 
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